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新約聖書の中の奥義 第 20回（最終回） 

  

□ 第五部「サタンの 2つの奥義 と それを打ち破る神の 8番目の奥義」アウトライン 

 

A) サタンの奥義の第一 バビロンの奥義 黙 17：1～18 

B) サタンの奥義の第二 不法と不法の人の奥義 Ⅱテサ 2：1～12 

C) 神の 8番目の奥義 サタンの奥義を打ち破ること 

D) 総括：終わった 

 

 

□ 本日の内容 

 

神の 8番目の奥義 サタンの奥義を打ち破ること 

 

1. 黙示録 10 章 1～7 節・・・7 節「第七の御使いが吹こうとしているラッパの音が響く

その日に、神の奥義は、神がご自身のしもべである預言者たちに告げたとおりに実現

する」 

2. 黙示録 11章 14～19節・・・14～15節「見よ、第三のわざわいがすぐに来る。第七の

御使いがラッパを吹いた。」、18節「あなたのみ怒りが来ました。」、「地を滅ぼす者たち

が滅ぼされる時です。」 

3. 黙示録 15章 1節～16章 21節・・・1節「七人の御使いが、最後の七つの災害を携え

ていた。ここに神の憤りは極まるのである。」 

 

神の奥義（神の 8番目の奥義） 

|| 

第三のわざわい 

|| 

あなたのみ怒り 

|| 

地を滅ぼす者たちが滅ぼされる時 

|| 

最後の七つの災害 

|| 

ここに神の憤りは極まる 

 

 

➢ 第三のわざわい＝最後の七つの災害は、七つの鉢の裁きとして、大患難期の後半に起

きる。大患難期の後半では、反キリストがバビロンを首都として世界を支配している。 

➢ 七つの鉢の裁きの対象は、「地を滅ぼす者たち」＝反キリストと彼に従う人々である。 

➢ 七つの鉢の裁きの内容は、黙示録 16章に記されている。 
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神の 8番目の奥義＝都バビロンと反キリスト、それに従う人々への裁き 

 

◆七つの鉢の裁き（黙示録 16：2～21）  

1. 第一の鉢（16：2）・・・666 の刻印を受け、反キリストの像を拝む者たちに、ひどい

悪性の腫れものができる。 

2. 第二の鉢（16：3）・・・海は死者の血のようになり、海の中の生物がみな死滅する。 

3. 第三の鉢（16：4～7）・・・川と水源が、血になる。水を司る天使は、この裁きの目的

を 5～6 節で「信者を迫害し血を流した人々に、血を飲ませる」と宣言する。7 節、殉

教者たちの霊が天の祭壇から呼応する。 

4. 第四の鉢（16：8～9）・・・太陽の炎熱で人々が焼かれる。その人々は信者ではない。

彼らは、「これらの災害を支配する権威を持つ神の御名を冒瀆した。悔い改めて神に栄

光を帰することはなかった。」（9節） 

5. 第五の鉢（16：10～11）・・・獣の王国（＝反キリストが直轄する国、その都はバビロ

ン）が闇におおわれる。人々は苦しみのあまり、舌をかむ。しかし、それでも「自分

の行いを悔い改めようとしなかった。」（11節） 

6. 第六の鉢（16：12～16）・・・ユーフラテス川が涸れる。東から来る軍勢が渇いた川を

渡ることができるようになる。反キリストと彼に従う諸国の王たちが軍隊をハルマゲ

ドンと呼ばれる場所に集結させる。→この後、「ハルマゲドンの戦い」が 8つの段階で

展開する。第７段階で、反キリストと諸国の王たちの連合軍が壊滅する。詳しくは、

2021年 10月 16日集会資料、6ページを参照ください。 

7. 第七の鉢（16：17～21）・・・17 節「事は成就した」＝これが奥義の最後である。そ

の意味内容は次の「総括」で扱う。巨大地震が起きて、バビロンは三つに裂かれる。

地形が大きく変わる。大きな雹が天から人々（不信者たち）の上に降る。生き残った

不信者たちは、それでも悔い改めずに「神を冒瀆した。」（21節）。これは、ハルマゲド

ンの戦いの第 8段階でもある。これをもって、大患難期は終結する。 

 

 

 

総括 終わった 

 

1. サタンの二つの奥義は、永遠に破壊される 

2. メシアの王国は建てられ、御子がダビデの王座に着く 

3. 「奥義としての王国」の時代は終わり、メシアの王国の時代に入る 

4. 奥義である教会が、メシアの王国においてはメシアの共同統治者となる 

5. 教会に属する異邦人信者の数が、神によって定められていた数に満ちたとき、教会が

携挙される。そしてその後に、旧約聖書の預言のとおり、イスラエルの民族的救いが

起きる。そしてついにイスラエルはメシアの王国において約束の地に帰還を果たす 

 

「事は成就した」（黙示録 16：17）＝終わった 
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【付表】 黙示録の中で展開される３つの「七つのもの」＊封印、ラッパ、鉢＊の関係図 

 

七つの封印 （6章） 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ ―――――――→七つのラッパ（8～9章） 

１ 

２ 

３ 

４ 

５・・・・・・・・・・・・・・・第一のわざわい 

６・・・・・・・・・・・・・・・第二のわざわい 

 

７―――――――→七つの鉢＝最後の七つの災害 

１      （16章） 

 

２ 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

封印の第 1番目は、反キリストが「白馬の騎士（救世主）」にようにふるまいつつ、勢力

を伸ばす。 

鉢の第 6番目はハルマゲドンの戦い、反キリストはこの戦いの中で死ぬ。 

よって、大患難期における反キリストの活動期間は、封印の６つ、ラッパの６つ、そし

て鉢の６つの期間と重なる。 

反キリストの名は６６６，神はその数字に合わせて反キリストを裁くかのようである。 

第三のわざわい 

後 

半 

期 

前 

半 

期 

|| 

神の 8番目の奥義 

反キリストの死 

白馬の騎士＝反キリスト 


